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加治・神前・畠中遺跡は本市を縦断して流れ

る近木川（こぎがわ）右岸の段丘に位置し、東

西１.５ｋｍ、南北１.３ｋｍの範囲の弥生時代から

中世にかけての遺跡です。

今回の調査は、民間開発に先だって貝塚、市畠

中２‐１０‐１他地内、調査面積約３,３００m２、

調査期間平成１２年７月１０日～９月８日で実

施しました。

調査の結果、瓦窯１０基、溝、柱穴等多数の

遺構を発見し、遺構から出土した土器の他に遺

物コンテナ３００箱にもおよぶ多数の瓦が出土

しました。

検出した遺構で注目されるのが瓦窯です。貝

塚、市内では初めての発見で、２種類１０基の瓦

窯を発見しました。

窯１～窯３は近木川に面する段丘端の斜面部

分で検出した瓦窯で「ロストル式平窯」と呼ば

れるタイプの瓦窯です。規模は３基ともほぼ同

じで全長４.２ｍ～４.７ｍ、幅約１.７ｍ、天井の

ほとんどが失われていますが、焚口（たきぐち）、

燃焼室（ねんしょうしつ）、焼成室（しょうせ

いしつ）が良好に残っています。今回検出した

窯の特徴は斜面を掘り込んだ半地下式というこ

とと瓦を焼く焼成室下のロストル部分の床が燃

焼室側に傾斜してつくられていることです。瓦

窯の時期は、瓦窯内から出土している軒丸瓦な

どから１２世紀後半と考えられます。

窯１～窯３が斜面部につくられた瓦窯なのに

対して、窯２０１～窯２０７は平坦部分につくら
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貝塚、市初！平安時代後期の瓦窯を発見！
－加治･神前･畠中遺跡の発掘調査－

窯１



れた瓦窯です。構造は同じ「ロストル式平窯」

と呼ばれるタイプですが、焼成室の形がほぼ円

形で直径が１.４ｍ～１.７ｍの大きさのもので

す。全国的にも類例の少ない珍しい構造の瓦窯

です。置き台は、２本のものと３本のものがあ

り、１度に焼く瓦の量も少ない小規模の窯とい

えます。窯の時期ですが、出土遺物から１２世

紀末と推定されます。

他の主な遺構としては溝、柱穴群をあげるこ

とができます。溝は南東から北西方向にほぼ平

行して流れる３条を検出しました。溝内からは、

奈良時代から平安時代にかけての土器が出土し

ています。

柱穴群は調査区北側で検出しました。掘立柱

建物の柱穴と考えられます。後世の耕作によっ

て削られており、建物を復元できませんでした。

出土遺物から、平安時代の柱穴と中世の柱穴の

２時期に分けられます。

3

窯 ３�

溝�

溝�

溝�

柱穴群�

窯 2�

�

窯 1�

�

�

窯 206�

�

�

�

窯 207�

�

�

�

窯 204�

�

�

�

窯 203�

�

�

�

�

窯 205�

�

�

�

�

窯 201�

�

�

�

�

�

窯 202�

�

�

�

�

�

焚　口�

焚　口�

窯 1

焔　道�



今回の調査では、大量の瓦が出土しており、

平安時代後期の瓦が大半を占めます。当時、瓦

を使用する建物は寺院であり、大量の瓦は寺院

の屋根に葺かれていたと考えられます。調査地

周辺には「コギ堂」という字名が残っています。

これは古文書に記述のある「近義堂（こぎどう）」

という寺院のことと考えられます。発掘調査で

「近義堂」と考えられる建物の遺構は発見され

ていません。しかし、当時の瓦窯は寺院の建立

や修理の時につくられることが多いことから

「近義堂」が調査地近くに存在したことが確実

となりました。

藤原経房の日記「吉記（きつき）」、承安４

（１１７４）年９月２３日の条に「古木堂」、藤原

定家の日記「明月記（めいげつき）」、建仁元

（１２０１）年１０月７日の条に後鳥羽上皇が昼食

をとった「コ木ノニ王堂」が記録されており、

皇族や貴族等の熊野詣の宿泊・休憩所として利

用された寺と考えられています。字名は残って

いますが発掘調査では発見されていない、まぼ

ろしの寺です。
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瓦窯で焼かれた瓦は

どこで使われていた？
「近義堂」とは？

窯２０１・窯２０２（手前） 窯２ 瓦出土状況

窯２０１～窯２０７

窯２



昭和２０年（１９４５）７月、太平洋戦争の末

期に、東、海塚、近木、中などの地域がアメリ

カ軍の空襲を受け、多くの犠牲者と被害が出ま

したが、これまで記録調査の対象とされたこと

はありませんでした。

貝塚、市内では、平成８年に市民グループ「東

の歴史と生活を掘り起こす会」によって、市内

の東地区・海塚地区を中心に戦災記録の取り組

みが行われ、成果として『戦争と東のひとびと』

が刊行されました。本格的な戦災記録作業とし

ては市内で初めての取り組みで、聞き取り調査

によって両地区の被害状況が記録されていて評

価できるものです。

この「東の歴史と生活を掘りおこす会」の取

り組みに触発されて、北小学校（当時は国民学

校）に在学していた同窓生により平成９年に

「貝塚、の空襲を記録する会」が発足、旧貝塚、、の

市街地（寺内町地域）の戦災記録についての活

動が始められました。

約３年間にわたる聞き取り調査や各種資料の

分析といった活動の末、来襲や被害の状況につ

いて、おおよその全体像が明かにされました。

来襲したのはサイパン島から堺市を目標とし

たＢ２９編隊のうちの１機、来襲時刻は７月１０

日午前２時頃、使用された焼夷弾は２種類、死

傷者１１名、被災家屋８２戸…。

特に、これまであいまいだった空襲時刻や飛

来した米軍機の数等について一定の結論を出し

ており、限られた資料・情報の中で非常に緻密

な研究成果と言えます。

地元の人間関係をフルに活用した「聞き取り

調査」は、体験者の年齢から今回が行い得る最

後の機会であろうと思われ、量質ともに評価さ

れる貴重なデータとなりました。「聞き取り調

査」をもとに作成された「戦災地図」は、昭和

２０年当時の貝塚、のまちを記録している地域資

料としても貴重なものと言えましょう。

「貝塚、の空襲を記録する会」の活動は、市民

自らが悲惨な戦争体験を振り返りつつ、それを

記録していこうとする活動として評価されるも

のです。活動の成果は『貝塚、の空襲記録』とし

て冊子にまとめられ、貝塚、市教育委員会より刊

行いたしました。希望者には配布いたしますの

で、お申し出ください。
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５５年前、貝塚、にも空襲があった
－市民グループが被災状況を記録、『貝塚、の空襲記録』冊子ができました。－

南上町の消防訓練風景　松谷美智子さん提供

当時の貝塚、の町
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福原家は、江戸時代を通じて福田村（現貝、塚

市福田）の庄屋をつとめ、泉州南部を支配して

いた岸和田藩内の庄屋としても屈指であり、麻

生郷をはじめとする周辺地域においても活躍し

ました。古文書には福田村に関するものや、隣

村嶋村（現貝、塚市東）に関するものなどが多く、

当時の人々の様子がいきいきとした形で伝わっ

てきます。

これまでは、一般的に文化財として指定され

る古文書は、有名な武将（例えば秀吉や家康）

の書状など一点ずつのものがほとんどでした。

今回２１,２８５点に上るかたまりで指定されるの

は珍しいことです。なぜそのような指定をおこ

なったかと言いますと、江戸時代から明治の初

め頃までの農村のようすを解明できる貴重な地

域資料であると判断したからです。

この福原家文書の整理調査は平成元年より着

手し、平成６年３月には目録を刊行しました。

現在、貝塚、市教育委員会が寄託を受け、郷土資

料室において保管しています。平成６年３月か

らは学術研究の促進を目指し、公開をおこなっ

ています。その結果、多くの研究者の利用があ

り、様々な研究成果が明らかになっています。

また、「東の歴史と生活を掘りおこす会」の学

習グループが古文書の解読を通して、江戸時代

から現代に至る地域の歴史をまとめる活動もお

こなわれています。

なお、「福原家文書」をご紹介する「市指定

文化財展」を１２月４日（月）より平成１３年

２月１４日（水）まで開催いたします。会場は

貝塚、市民図書館２階郷土資料展示室です。みな

さまのご来場をお待ちいたしております。

市指定文化財に
「福原家文書」を一括指定

－今年１２月４日より「市指定文化財展」を開催－

調査風景 整理された古文書

貝塚、市教育委員会では、今年4月11日付けで、貝塚、市文化財保護条例による

貝塚、市の文化財を指定しました。今回は、古文書から福原家文書を指定しました。



郷土資料室では平成元年の開室以来貝塚、市に

関わる古文書の保存・整理を進めてきました。

その成果として撮影した古文書の写真（マイク

ロフィルムなど）を、地域の歴史を考える上で

の貴重な資料として広く活用していただけるよ

うに新たに「古文書等の利用に関する要綱」を

制定しました。

この制度によって新たな「貝塚、の歴史」を描

き出すきっかけになればと考えています｡なお、

閲覧は無料ですが、資料の複写には実費（１枚

１０
　

円）をいただきます。今後も貝塚、市に関す

る古文書の保存・整理を進め、地域の歴史の解

明に力を注ぐとともに所蔵している写真資料に

ついては、古文書講座の教材として活用したい

と考えています｡みなさまのご理解・ご協力を

お願いいたします｡
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〈古文書のマイクロフィルム公開の流れ〉�

①ご覧になりたい古文書を目録の中から探して�
いただきます。（対象となる古文書、内容等に�
ついては郷土資料室へお問い合わせ下さい）�
�
②決まりましたら、閲覧・複写の目的（理由）�
とその古文書の整理番号などを申請書に記入し�
ていただきます。�
�
③所蔵者の承諾をいただいた上で、リーダープ�
リンタという機械を使って、マイクロフィルム�
を閲覧・複写していただきます。�
�
④ご覧になった史料をもとに論文や著書を発表�
される際は、必ず所蔵者の承諾をいただき、教�
育委員会への申請を行ってください。�
�

目録の閲覧�
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③�
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「古文書等の利用に関する要綱」
の制定と公開活用

マイクロフィルム閲覧・複写の状況
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かいづか文化財だよりテンプス９号
平成１２年１０月３１日発行
貝塚、市教育委員会
〒５９７-８５８５ 貝塚、市畠中１丁目１７―１
1（０７２４）２３―２１５１
印刷 （株）中島弘文堂印刷所

※テンプスとはラテン語で時を意味します

今年１月に立ち上げました社会教育課の

ホームページも、６月末、市役所全体の内

容更新と共に大きく作り替えました。

写真を中心に作っていますので、インタ

ーネットに乗せたとき表示が早くなるよ

う、ページの構成はシンプルなものにして

います。市内文化財の基本的な事を公表す

るという目標にはまだ達していませんが、

今年中には今項目に掲げているものは完成

させたいと思っています。皆さんも一度ペ

ージにアクセスしてみて、こんな事が知り

たい、こんなデーターがほしい等、どんど

んご意見をお寄せください。電話でもメー

ルでも結構です。

編集後記

今年の夏は大変暑く、発掘調査は乾燥したか

たい土に悩まされました。今回紹介した加治・

神前・畠中遺跡の調査で２年ぶりに現地説明会

を実施（９月２日）しました。２００名近い参

加者があり、実際に見学してもらって質問や意

見がもらえるこのような機会は私達にとってう

れしく、また、大切なことと考えます。発掘調

査に限らず文化財の「調査」は地味ですが、そ

の成果を蓄積するとともに普及啓発することの

重要さを改めて感じました。テンプスの編集を

しながらそんなことを考えました。

＊　　　　　＊　　　　　＊

ホームページ更新しました！！
http://www.mydome.or.jp/kaizuka


